
















(Sonority Sequencing Generalization (以下 SSG)， Selkirk 1984，窪薗・本間 2002，}I越 1999な
ど)が想定され、多くの音韻論学者に支持されている。多くの言語において、また、単一の
言語の中ですら多くの音節の分布において、音節構造が SSGに従う傾向は極めて優勢的であ




は、英語の /sC/頭子音結合の SSGに対する例外性に対する妥当な解釈として、 SSGを有声
性のみに特化したものと捉え直した。この Kuwamoto(2013)の提案は、クメール語の頭子音

















Selkirk (1984)は、音節は、一般的に「聞こえ度配列の一般化 (SonoritySequencing 
Generalization，以下 SSG)Jに従うべきであると指摘している。
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(1) Sonority Sequencing Generalization (Selkirk 1984: 116) 
In any syllable， there is a segment constituting a sonority peak that is preceded and/or 































一方、たとえば英語に豊富に存在する /s/を先頭の子音とする /sp，st， sk/などの頭子音結合





















sp， spl， Sp1， s凶
st， s1， sり
sk， skl， skl， skw， skj 
(3) 
これらは二重子音の場合も三重子音の場合もすべて先頭の子音が /s/になっていることが特




initial， post-initialの 3つの要素に分類できるとし、pre-initialは /s/のみ、post-initialは流音 /1，
1/およびわたり音 /w，j/によって構成されるとしている。
(4) Roach (2009)による頭子音結合の構造
pre-initial /s/ ー initia1/p，t，kムd，g，fe，S3)J，h， v，d，z，3，m，n，l)/ post initial /1，1， W，j! 











[obs] [son] 八 ['~'J [，] 
一方、山根 (1999)は、古英語における韻律詩の頭韻において、 /sC/頭子音は他の行頭の /s/





















































































「学校J (cf. Gr.“σXOA.i]" /生hole:/，Eng.“school" /sku:l/ ) 
「書く J (c王Lat.“scribδ"1:主ri:bo:/)
「スキーJ(cf. Eng.“ski" /生i:I)
このように、ドイツ語において /sC/頭子音結合が避けられる傾向は、 Vijveret al. (2012)に
よれば、 ドイツ語特有のものであるとされる。
(8) Words does not sta口with[s] (Vijver et al. 2012:209) 
ホword[-voice，・sonorant，+coronal， +continuant， -high] 
この制約によって、 [s]で始まる語は、 /z/となるか (9)、上記 (5)，(6)， (7)のように析とな
って出現する。





(10) scheu /f:包)y/ 「恥ずかしい」 cf. Eng. shy /faI/ 
Schau /fau/ 「ショーJ cf. Eng. show /fou/ 
Schuh /fu:l 「華ftJ cf. Eng. shoe /fu:/ 




(11) sp→ lespl 
Espana lespaJ1a/ 「スペインj
especiaI lespe6jaIl 「特別のJ
(12) st→ lestl 
estacion lesta6jonl 「季節」
estudiante lestudjantel 「学生」
(13) sk→ leskl 
escribir leskrisirl 「書く J
escuela leskwela/ 「学校」




( 14) Ispl sport I(e)spoれ/ 「スポーツ」
1st! stand I(e)standl 「売匝J
Iskl scooter I( e )skuterl 「スクーターJ
Isml smash I(e)smafl [" (テニスなどの)スマッシュJ
Isnl snack-bar I( e )snaksarl 「スナックパーJ
IssI svastlca I( e )ssastikal 「まんじ(氾) J 
3.3.フランス言苦
フランス語の IsCI頭子音結合の処理はドイツ語、スペイン語に比べると、幾分複雑な分布
をみせる。以下、便宜的に、 sp，spr， st， str， sk， skrに限って分布を確認することとする。
フランス語ではおおむねこの種の /sCI頭子音結合を許容しており、そのまま現れるもの
(15)もある一方で、語頭音添加 /elが見られるものも多い (16)。
(15) sp spacleux Ispaりol 「広々 した」 cf. Eng. ~acious 
spr spray ISpK'fl 「スプレー」 cf. Eng.担ray
st stable IstabIl 「安定したJ cf. Eng. gable 
str stnct IstK'iktl 「厳密なJ cf. Eng.strict 
sk scarabee IskaK'abel 「コガネムシ」
skr scnpt IskK'iptl 「スクリプト、原稿」 cf. Eng.script 
(16) e-sp espace Ifspasl 「空間」 cf. Eng. ~ace 
e-spr espnt IfSpK'il 「精神」
e-st estampe Ifstapl 「版画J cf. Eng. gamp 
e-str estrade IfstK'adl 「演壇」
e-sk escargot Ifskal'gol 「カタツムリ、エスカルゴJ
e-skr escnme IfskK'iml 「フェンシングj
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ドイツ語の sk→ /J/のように、 /s/が口蓋化して /J/になり、後続の阻害音(この例の場合





































(18) sp→ /e<s>p/ eponge /ep53/ 「スポン、s/J
st→ /eくs>tI etudiant /etydja/ 「学生j
str→ /eくS>tK/ etrange /etra3/ 「奇妙な」
sk→ /eくs>k/ ecole /ebl/ 「学校」



























































































異形態“uno，"“10"は、 /sC/頭子音結合の他に、 /ts/(綴り字は z-)ヲ/JI/(gn-)ラ/pn/(pn-)， /ps/ (ps-)， 
Iks/ (x司)， /j/ (i・4・)， /y/ (y-)で始まる名詞にも適用されるが、これらの子音結合(または単子音)
に共通した音韻的特徴を指摘するのはきわめて困難である。
(26) uno/loの出現する IsC/頭子音結合以外の名詞
+ /ts/ uno/lo z[ts]io Iおじ」
+ケ1/ uno/lo gn[JI]omo I小鬼、グノーム」
十 /pnl uno/lo pneuma I (ストア哲学の)精神J
+ /ps/ uno/10 pseudonimo I偽名」














に、古典ラテン語、古典ギリシャ語の psームシ(古典ギリシャ語での表記は 1jI-， c-) となる語
の場合、それぞれ /p/，/k/が脱落し、 /s/(または /ZJ) となる。
(27) ps-→/くp>s/
Eng. pseudo- /su・dou/
Eng. psychology /~a[kál~<f3 i/ 
Sp. psicologia /sikoloxia/ 
ks・→/くk>s/(Sp.) / /<k>zJ (Eng.) 
Sp. xenophobia /~enofó向a/
Sp. xilofon /silofon/ 
Eng. xenon /zén~n/ 




































は、語頭音 /e/の添加である。この音添加によって、語頭に l音節が付加され、 /sC/や /sCC/









Eng. school s k u:l/ 
It. scuola s k uolaJ 
Ger. Schule f u:l;}1 
Sp. escuela e s k welaJ 







本稿で扱った諸言語における、 IsCI頭子音結合が SSGに従うための音韻過程には主に 2
つの方向'性が指摘で、きる。
lつめは、 Islそのもののもつ特異性である。 Cser(2012)がラテン語に関して示した音節構
造の模式図のように、 [s1を構成要素とみなさない提案もあるが、 ドイツ語における IsCI頭





















/くp>n/ pneumoma /njumou吋ョ/ 「肺炎j
/くp>ν pteranodon /t;:l amda.n/ 「テラノドンJ
/くk>n/ know /nou/ 「知る」













*本稿は、東京音韻論研究会 (TCP)2013年 3月例会 (2013年 3月 17日、東京大学駒場キ










2) Roach (2009)を参照。また、 Kuwamoto(2013)でまとめ直して再掲している (Kuwamoto
2013:7)。
3) initialの /s/は、 pre-initialの /s/が存在しない場合のみ。





skizzieren /Skltsi:R;:ln! rスケッチする j
Skript /SkRIpt! rスクリプト、原稿」





















/kv/ Qualitat /kvalitd/ f品質J
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